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　２月３日、古民具と暮らしを学ぶ学習会が今井
之博さん（針道）の養蚕作業場を改装した「古民具
資料館」で行われ、東和小学校３年生56人が昔の
生活について学びました。
　昔の農具や生活用品などについて、今井さんの
ご家族から説明を受けた児童達は「この道具はど
うやって使うのですか」「触ってみてもいいです
か」と盛んに質問していました。足踏式脱穀機で
の脱穀や石臼での製粉などを実際に体験した際は、
初めて触れる道具に最初は戸惑いながらも、徐々
に慣れ楽しそうに作業を体験していました。

　本市出身のプロサッカー選手である萬代選手
のさらなる活躍を期待し、２月５日、萬代宏樹
後援会による激励会が開催されました。
　萬代選手は、Ｊ２のモンテディオ山形へ完全
移籍し、来シーズンは再び東北の地を舞台に活
躍することとなります。
　移籍については、昨シーズンプレーしたチー
ムへ残留するか山形へ移籍するかを迷ったそう
ですが、移籍を決断させたのは「元気をなくし
ている東北の子ども達を少しでも元気づけた
い」との思いだったそうです。
　今年は、萬代選手の得点シーンと子ども達を
元気づけるようなプレーが数多く見られること
でしょう。

　２月５日、安達文化ホールにおいて、二本松市文化鑑賞事業
「米良美一さんのコンサート」が開催されました。
　「震災などで大変な思いをしている皆さんに私の歌で少しで
も楽しんでいってほしい」と「金太郎」「春よ来い」などの童謡か
ら、米良さんの代表曲である「もののけ姫」などを熱唱、会場は
米良さんの美声に包まれました。
　アンコールの声には「ヨイトマケの唄」など３曲を追加で歌い、
終了後は、退場口で来場者全員との握手会を行っていただくな
ど、米良さんの温かさが伝わってくるコンサートでした。

～古民具と暮らしを学ぶ学習会～

がんばれ萬代宏樹選手！がんばれ萬代宏樹選手！～後援会が激励会を開催～～後援会が激励会を開催～

天使の歌声 ～米良美一コンサート～

◀足踏式の
　　脱穀機
　　　を体験

どうやって　　
　動くのかな▶

「一番好きな選手は？」の問いに
 おもわず「香川選手……」　
萬代選手もチョッピリ苦笑い
もちろん萬代選手も大好き
 だそうです▶

▲長町順史さんのピアノ演奏をバックに

◀今年に懸ける思いを語る萬代選手
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　２月１日、ハンドボール世界選手権の元日本代表選手で、海外でもプレー経験のあ
る佐久川ひとみさんの「ハンドボール教室」が原瀬小学校で開催されました。この教室
は、文部科学省と（財）日本体育協会が実施する「子どもの体力向上啓発事業・スポー
ツ選手活用体力向上事業」として実施されたものです。
　ハンドボールは、小学校の授業の中でゴール型のボール運動として注目をされてい
ます。教室では、ボールを投げる基本の動き、ボールキャッチのポイント、シュート
ではジャンプシュートも教えていただきました。佐久川さんの模範演技では、シュー
トのスピードに歓声が上がり、希望者がゴールに入って、そのスピードを体験しまし
た。その後ゲームを行い、佐久川さんも驚くようなナイスプレーがたくさん見られま
した。教室の最後にみんなで記念写真を撮り、佐久川さんと交流を深めました。

▲記念の花束を持つ村越さん
　　その左に前後賞の伊藤さんと渡辺さん

　１月29日、東和小学校体育館でパイプオルガンリサイタ
ルが開催されました。
　リサイタルは２部構成で、１部では東和の四季の映像を
バックに、パイプオルガンとフルートの演奏、２部はヨハン・
セバスティアン・バッハが作曲したオルガン曲「トッカータ
とフーガ二短調」などの名曲が演奏されました。
　パイプオルガンの演奏を初めて聴く来場者も多く、パイプ
オルガンの調べを堪能していました。

名曲の調べ名曲の調べ 　～パイプオルガンリサイタル～～パイプオルガンリサイタル～

　２月11日に名目津温泉の利用者が５万人に達しました。
　５万人目の利用者となったのは、村越孝喜さん(田村市)。前後
賞は、伊藤春雄さん(田村市)と渡辺道子さん(百目木)でした。そ
れぞれに三保市長から記念品が手渡されました。
　11日は５万人達成を記念して、入浴に来ていた皆さんに甘酒・
豚汁の振る舞いもありました。「温泉」＋「温かい食べ物・飲み物」
で来場者は体の芯から温まっていました。

利用者50,000人を達成利用者50,000人を達成　～名目津温泉～　～名目津温泉～

　２月12日コンサートホールで「地球のステージ２＋震災篇」が
開催され、幅広い年齢層の参加者140人が集いました。
　紛争地域でも明るくたくましく生きる世界の子どもたちのキラ
キラとした笑顔の映像や震災篇として昨年の大震災での津波被害
の映像等をバックに映しながら、医師の桑山紀彦さんが、自身が
ボランティアを考えることになったきっかけや各国での支援活動
の様子を歌とトークで伝えました。
　会場中が感動に包まれたライブでした。

感動に包まれた会場感動に包まれた会場　～地球のステージ～　～地球のステージ～

豪快にジャンプシュート（原瀬小学校ハンドボール教室）


